
  

 

第１９号               

平成２１年１2月1８日 

 茨城県立土浦第一高等学校進修同窓会 
     旧本館活用委員会 

１２月８日は何の日？ 太平洋戦争開戦の日です。それまでの時代の流れを追って

みよう。大正時代（1912〜26）にはデモクラシ―の風潮が強まり、それと共に一方

では社会主義思想も一部には広まった。しかし，一般には忠君愛国の精神や国家主 

義・軍国主義の風潮が，明治の後半期から固く根を下ろしつつあった。昭和に入る

と,軍国主義の動きが強まり,深刻な不況が続く中で軍や右翼の発言が強くなった。

昭和６年（1931）満州事変が引き起こされてからは,フアシズムの動きが台頭した。

昭和１２年には日中戦争が始まり，国は戦時体制に入った。こうしたなか教育界で

は軍国主義教育，忠君愛国主義教育が徹底して行われたが、今回は土浦中学の軍国

主義教育について見てみよう。 

                                                 

 

 

 

 

                                   

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
      

 
 

 
  

 
 
 

強
化
拡
大
さ
れ
る
軍
事
教
練 

 

大
正
14
（1925

）
年
、『
陸
軍
現
役
将
校
学
校
配

属
令
』
が
公
布
さ
れ
、
中
学
校
に
も
現
役
将
校
直
接

の
指
導
に
よ
る
軍
事
教
練
が
必
修
科
目
と
な
っ
た
。

明
治
時
代
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
発
火
演
習
の
他
に
、

教
練
が
毎
週
２
時
間
設
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
発
火
演

習
は[

野
外
教
練]

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の

回
数
は
年
を
追
う
ご
と
に
多
く
な
っ
た
。
昭
和
７
年

ま
で
は
年
３
回
か
ら
８
回
程
度
だ
っ
た
も
の
が
、
８

年
に
は
12
回
、
翌
９
年
に
は
18
回
行
わ
れ
た
。
原

則
と
し
て
学
年
単
位
で
行
っ
た
が
、
時
に
は
複
数
の

学
年
が
合
同
で
実
施
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。 

 

科
目
の
教
練
や
野
外
教
練
の
内
容
は
、
直
立
不
動
、

挙
手
敬
礼
、
行
軍
、
木
銃
を
握
っ
て
の
匍
匐
前
進
、

射
撃
訓
練
、
銃
剣
に
よ
る
刺
突
訓
練
、
斥
候
、
飯
ご

う
炊
飯
、
様
々
な
訓
練
を
総
合
し
た
部
隊
訓
練
な
ど

で
、
ま
さ
に
軍
事
訓
練
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。 

一
、
二
年
時
は
直
立
不
動
、
挙
手
敬
礼
、
行
軍
、

匍
匐
前
進
、
三
年
時
は
そ
れ
ら
に
加
え
て
射
撃
訓
練

が
、
四
、
五
年
時
は
部
隊
訓
練
を
中
心
と
し
た
も
の

に
な
っ
た
。
昭
和
に
入
る
と
、
軍
隊
の
演
習
に
は
、

見
学
ば
か
り
で
な
く
、
そ
れ
に
参
加
す
る
よ
う
に
も

な
っ
た
。
昭
和
４
年
11
月
の
石
岡
・
志
筑
方
面
で
行

わ
れ
た
陸
軍
大
演
習
に
は
全
校
生
徒
が
見
学
に
行
っ

た
。
昭
和
６
年
11
月
に
は
、
谷
田
部
方
面
で
実
施
さ

れ
た
近
衛
師
団
の
機
動
演
習
に
、
四
、
五
年
生
２
１

３
名
が
、
７
日
午
後
８
時
か
ら
８
日
に
か
け
て
の
払

暁
演
習
に
参
加
し
た
。
こ
の
時
の
土
中
生
た
ち
の
行

動
は
統
監
部
に
強
い
印
象
を
与
え
た
。
11
月
10
日

付
の
『
い
は
ら
き
新
聞
』
に
「
統
監
部
を
感
激
せ
し
め
た

土
中
生
の
活
躍
ぶ
り
」
の
見
出
し
で
、
そ
の
様
子
を
掲

載
し
て
い
る
。 

兵
営
宿
泊
訓
練
実
施 

 

昭
和
の
初
め
ご
ろ
か
ら
水
戸
歩
兵
第
二
連
隊
の
中

で
、
二
泊
三
日
の
兵
営
宿
泊
訓
練
も
実
施
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
毎
年
10
月
に
行
わ
れ
、
昭
和
11
年
ま
で

続
い
た
が
、
こ
れ
に
は
四
年
生
全
員
が
参
加
し
た
。

昭
和
６
年
４
月
に
発
行
さ
れ
た
『
進
修
』
第
33
号
に

は
、
こ
れ
に
参
加
し
た
生
徒
達
の
感
想
文
が
多
数
載

せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、
生
徒
達
は
特
に
次
の

三
つ
の
こ
と
に
驚
い
て
い
る
。
一
つ
は
、
兵
営
に
お
い

て
、
上
官
の
命
令
が
絶
対
で
あ
り
、
礼
儀
や
、
秩
序
を

重
ん
じ
る
軍
紀
が
厳
正
で
あ
っ
た
こ
と
。
二
つ
は
、
隊

員
の
動
き
の
機
敏
さ
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
機
関
銃

隊
訓
練
で
は
、
指
揮
官
の
命
令
一
つ
で
馬
の
背
に
載
せ

て
あ
る
機
関
銃
の
部
品
を
降
ろ
し
、
組
み
立
て
、
い
つ

で
も
発
射
で
き
る
よ
う
に
並
べ
、
ま
た
分
解
し
て
馬
の

背
に
載
せ
る
と
い
う
そ
の
操
作
の
迅
速
性
に
び
っ
く

り
し
て
い
る
。
三
つ
目
は
、
実
弾
射
撃
を
初
め
て
経
験

し
た
こ
と
で
あ
る
。 

連
合
演
習
、
開
始 

連
合
演
習
は
県
下
の
全
中
等
学
校
生
を
集
め
て
行

う
演
習
で
、
昭
和
13
年
か
ら
実
施
さ
れ
た
。
13
年
11

月
４
日
か
ら
翌
日
に
か
け
て
行
わ
れ
た
筑
波
山
麓
で

の
最
初
の
連
合
演
習
に
は
、
土
浦
中
学
校
の
五
年
生
全

員
が
参
加
し
た
。
こ
の
演
習
は
、
12
㌔
を
短
時
間
で
の

強
行
軍
、
月
明
か
り
の
中
を
行
軍
し
て
の
夜
襲
。
寒
さ

に
震
え
て
眠
れ
な
か
っ
た
農
業
倉
庫
宿
泊
な
ど
苛
酷

な
も
の
で
あ
っ
た
。
翌
14
年
９
月
に
は
、
栃
木
県
金
丸

ケ
原
に
お
い
て
二
泊
三
日
の
連
合
演
習
が
、
中
学
生
三

千
名
を
集
め
て
行
わ
れ
た
。
16
年
11
月
、
筑
波
山
麓

で
の
連
合
演
習
に
は
七
千
名
が
動
員
さ
れ
た
と
い
う

大
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
。 

兵
営
宿
泊
訓
練
・
連
合
演
習
を
体
験
し
て 

 

兵
営
宿
泊
訓
練
や
連
合
演
習
を
体
験
し
て
、
生
徒
た

ち
は
ど
の
よ
う
な
思
い
を
抱
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
昭

和
５
年
行
わ
れ
た
兵
営
宿
泊
訓
練
に
参
加
し
た
四
年

生
の
感
想
文
に
は
、
ど
れ
に
も
軍
人
・
軍
隊
に
対
す
る

尊
敬
の
念
、
臣
民
と
し
て
の
自
覚
が
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
生
徒
の
一
人
鶴
町
朝
次
は
「
…
…
命
を
惜
し
ま
ず
、

出
征
の
途
上
に
上
が
る
あ
の
勇
敢
な
軍
に
対
し
、
責
任
と
地
位

と
を
よ
く
わ
き
ま
え
て
こ
れ
に
奉
仕
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
自

覚
し
た
。
第
二
に
は
…
…
大
日
本
帝
国
の
臣
民
に
恥
じ
ざ
る
人

間
に
な
ら
ん
こ
と
を
期
す
次
第
で
あ
る
」
と
そ
の
思
い
を
述

べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
兵
営
宿
泊
訓
練
は
、
生
徒
た

ち
の
帝
国
臣
民
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
を
深
め
る
絶

好
の
行
事
と
な
っ
た
。 

 

し
か
し
、
ま
た
何
人
か
の
生
徒
は
夕
食
後
、
酒
保
（
軍

           

隊
の
中
の
売
店
）
で
買
っ
た
菓
子
や
果
物
を
食
べ
た
り
し

た
こ
と
な
ど
、
兵
営
宿
泊
訓
練
は
ま
た
楽
し
い
行
事
で
も

あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

連
合
演
習
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
最
初
の
演

習
に
参
加
し
た
五
年
生
の
保
立
和
男
は
、「
嗚
呼
！
今
に
し

て
思
い
起
こ
せ
ば
あ
の
連
合
演
習
は
『
つ
ら
い
』
と
い
う
一
語
に

尽
き
る
。
…
…
『
皇
軍
へ
の
感
謝
』
と
『
精
神
力
の
偉
大
さ
』
自

分
が
今
度
の
演
習
の
戦
禍
の
中
に
於
て
最
も
痛
切
に
感
じ
た
の
は

こ
れ
で
あ
る
。
今
皇
軍
は
支
那
に
お
い
て
…
…
身
命
を
賭
し
て
努

力
し
て
ゐ
る
こ
と
を
思
ふ
時
、
我
等
の
胸
は
実
に
感
謝
の
念
で
、

一
杯
に
な
る
の
で
あ
る
。
…
…
又
自
分
と
し
て
は
あ
の
戦
禍
の
中

に
『
精
神
力
の
偉
大
さ
』
を
体
験
し
た
。
あ
の
つ
ら
さ
を
通
し
て

一
名
の
落
伍
者
も
な
く
無
事
に
演
習
を
終
っ
た
の
は
実
に
精
神
力

に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
…
…
」 

多
く
の
生
徒
が
抱
い
た

思
い
は
こ
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。 

査
閲
…
学
校
の
最
大
行
事 

 

軍
国
主
義
教
育
の
中
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
も

の
が
査
閲
で
あ
る
。『
陸
軍
現
役
将
校
学
校
配
属
令
』
は
、

陸
軍
大
臣
は
将
校
を
配
属
し
た
学
校
に
現
役
将
校
を
派

遣
し
て
教
練
実
施
の
状
況
を
査
閲
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
と
定
め
て
い
た
。
査
閲
は
こ
の
定
め
に
従
っ
て
年
１
回

実
施
さ
れ
、
軍
か
ら
派
遣
さ
れ
た
査
閲
官
が
来
校
し
、
実

際
の
教
練
を
見
て
評
価
を
下
し
た
。
土
浦
中
学
の
場
合
、

査
閲
官
は
水
戸
歩
兵
第
二
連
隊
長
か
そ
の
代
理
者
で
あ

っ
た
。
そ
の
評
価
は
生
徒
の
陸
士
や
海
兵
の
合
否
を
も
左

右
す
る
ほ
ど
の
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
の
で
、
配

属
将
校
を
は
じ
め
学
校
中
が
全
神
経
を
使
っ
て
熱
心
に

取
り
組
ん
だ
の
で
あ
る
。 

射撃訓練で匍匐前進する土中生（昭和５年） 

査閲官を迎える土中生


